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多彩な環境交流を楽しみ、育む
持続可能な都

ま

市
ち

 ・日光
自然と共生する環境にやさしいまちづくり

清けき朝（奥日光清流清湖フォトコンテスト入賞作品：湯ノ湖）

日
光
市
は
、
日
光
国
立
公
園
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
や
長
い
歴
史
に
基
づ
く
貴
重
な
文
化
遺
産
、

さ
ら
に
は
良
質
な
温
泉
な
ど
、
豊
富
で
多
様
な
資
源

に
恵
ま
れ
、
観
光
地
・
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
求
め
て
、
日
光
市
に

は
国
内
外
か
ら
年
間
１
２
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
や
景
観
・
温

泉
な
ど
を
適
切
に
保
全
し
、
今
後
も
活
用
し
て
い
く

た
め
、
こ
れ
ら
を
環
境
資
源
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
環
境
資
源
を
適
切
に
保
全
・
活
用
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
と
市
民
・

滞
在
者
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
や
交
流
が
育
ま
れ

る「
多
彩
な
環
境
交
流
を
楽
し
み
、
育
む
持
続
可
能

な
都
市
・
日
光
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
日
光
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
く
べ
く
、
水
循
環
に

係
わ
る
水
資
源
・
水
辺
環
境
の
保
全
、
森
林
・
里
地

里
山
の
保
全
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
な
ど
の

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 【課　題】	 水環境

【主　体】	 日光市
【連絡先】	 日光市市民環境部
	 	 環境生活課
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29 日光市（栃木県）

日
光
市
で
は
、
２
０
１
０
年
に「
日
光

市
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
環
境
保

全
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
日
光
市
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
見
直
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
り
短
時
間
強
雨
や
大
雨
の
発
生

頻
度
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、

環
境
問
題
は
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
今
日

の
環
境
問
題
や
課
題
に
対
応
し
、
未
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
２
０
１
９
年
に「
第
２
次
日
光

市
環
境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
・
小

中
学
生
、
事
業
者
に
環
境
意
識
調
査
を
行

い
、
地
域
環
境
に
対
す
る
思
い
、
環
境
の

保
全
等
に
対
す
る
考
え
や
取
組
状
況
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
策
定
の

参
考
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
環
境

像
を「
多
彩
な
環
境
交
流
を
楽
し
み
、
育

む
持
続
可
能
な
都ま

市ち

・
日
光
」と
定
め
、

市
民
・
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
日
光
市
を

観
光
な
ど
で
訪
れ
る
滞
在
者
も
、
地
域
や

地
球
の
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
、
環

境
保
全
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」施
行

2008.4

「
奥
日
光
清
流
清
湖
保
全
協
議
会
」設
立

1995

「
日
光
市
環
境
基
本
条
例
」施
行

2011.4

「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」一
部
改
正

2012.4

「
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2010.2

「
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2019.12

「
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.12

「
第
２
次
日
光
市
総
合
計
画
」策
定

2016.3

分野別環境目標

第
２
次
日
光
市
環
境

基
本
計
画

具
体
的
に
は
、
左
図
の
５
つ
の
分
野
別

環
境
目
標
を
設
定
し
、
更
に「
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
」、「
み
ん
な

で
３
Ｒ
を
進
め
る
」、「
日
光
市
全
体
の

C
O
2
を
減
ら
す
」と
い
う
３
つ
の
戦
略

的
重
点
取
組
に
よ
り
環
境
目
標
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
水
循
環
に
関
し
て
、
日
光
市
は
、

す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
や
水
資
源
・
水
環
境

戦略的重点取組の推進

重点1：自然との多彩なふれあいを楽しむ

重点2：みんなで３Ｒを進める

重点3：日光市全体のCO2を減らす

に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
楽
し
み
・
育
み
・

つ
な
い
で
き
た
歴
史
文
化
、
暮
ら
し
や
産

業
な
ど
の
数
多
く
の
環
境
資
源
を
有
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
自
然
と
の
共
生
の
あ
り

方
を
考
え
、
自
然
を
楽
し
み
・
育
み
・
つ

な
ぐ
、
自
然
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
取
組
を
活
か
す

と
と
も
に
、
市
民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、
環
境
に
つ

い
て
学
び
・
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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寄
附
金
を
活
用
し
た
取
組

「鍵」
その1奥

日
光
は
、
日
光
国
立
公
園
内
で
も
特

に
風
光
明
媚
な
地
域
で
、
季
節
ご
と
に
多

種
多
様
な
景
観
に
彩
ら
れ
る
自
然
探
勝
の

名
所
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
光
市
と
栃
木
県
で
は
、
こ
う
し
た
自

然
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け

る
た
め
、
１
９
９
５
年
に
国
や
地
域
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
奥
日
光
清
流
清
湖
保

全
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
協
議
会
の

活
動
資
金
は
、
市
と
県
に
よ
る
事
業
費
の

負
担
と
、
企
業
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
り
賄

わ
れ
て
お
り
、
清
流
の
保
全
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
や
行
政

関
係
者
な
ど
の
幅
広
い
協
力
の
下
で
水
質

保
全
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
協
議
会
で
は
、
多
く
の
人

に
奥
日
光
の
水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で

「
奥
日
光
清
流
清
湖
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
、
入
賞
作
品
を
写
真
集
と
し
て

ま
と
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湯
ノ
湖
で
は
、
地
元
住
民
等

の
協
力
の
も
と
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
刈
取

り
、
湖
畔
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
外

来
種
の
コ
カ
ナ
ダ
モ
は
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
栄
養
塩
類
を
吸
収
し
、
冬
に
枯
れ
る

と
栄
養
塩
類
が
湖
水
中
に
溶
け
出
し
、
湯

ノ
湖
の
富
栄
養
化
を
招
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
が
枯
れ
る
前
に
刈
り
取

り
、
吸
収
し
た
栄
養
塩
類
を
湖
外
に
除
去

す
る
こ
と
で
、
湯
ノ
湖
の
富
栄
養
化
を
防

い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
光
市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
日

光
応
援
寄
附
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
活

用
し
て
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

に
努
め
て
い
ま
す
。
日
光
市
は
、
市
内
各

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
風
土
・
文
化
の

河
川
等
水
質
分
析
は
、
河
川
環
境
の
維

持
及
び
達
成
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
年
３
回
、
市
内
を
流
れ
る
河

川
水
及
び
農
業
用
水
の
水
質
の
分
析
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
水
水
質

概
況
調
査
は
、
市
内
地
下
水（
井
戸
水
）に

お
け
る
有
害
物
質
等
の
一
般
的
な
状
況
を

把
握
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

年
１
回
、
市
内
８
箇
所
で
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

日
光
市
で
は
、
行
政
か
ら
の
資
金
だ
け

で
は
な
く
、
多
様
な
主
体
の
協
力
を
得
て
、

企
業
か
ら
の
寄
附
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
も

活
用
し
な
が
ら
水
環
境
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
育
ま
れ
た
地
域
特
性
が
あ
り
、
誇

る
べ
き
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、「
日
光
ら
し
さ
」で
あ
り
、
日
光

市
の
可
能
性
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ふ

る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
」に
よ
っ
て
、

こ
の
可
能
性
を
活
か
し
、
市
長
が
特
に
ふ

る
さ
と
日
光
の
創
造
に
寄
与
す
る
と
認
め

る
事
業
の
ほ
か
、
環
境
保
全（
自
然
共
生

社
会
、脱
炭
素
社
会
の
構
築
と
環
境
学
習
・

観
光
の
振
興
の
促
進
）、
資
源
循
環（
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
）な
ど
の
事
業
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
に
関
し
て
は
、
２
０
２
１
年
度

は
、
河
川
等
水
質
分
析
と
地
下
水
水
質
概

況
調
査
に
寄
附
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

奥日光清流清湖保全協議会発行の
パンフレット

奥日光清流清湖保全
協議会の紹介動画

ホームページのふるさと日光応援寄附金の募集サイト
※表示内容は変更する可能性があります。



31 日光市（栃木県）

の
ふ
れ
あ
い
・
環
境
学
習
を
楽
し
む
情
報

の
発
信
・
提
供
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
・

体
験
学
習
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
活
動

の
支
援
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
日
光
清

流
清
湖
保
全
協
議
会
に
よ
る
湯
ノ
湖
コ
カ

ナ
ダ
モ
刈
取
り
な
ど
、
優
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
・
再
生
・
活
用
や
生
態
系
・
生
物

多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
、
市
民

や
市
民
団
体
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ
あ
い
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
・
体
験
で
き
る
環
境
の
整
備
、
自
然
と

市
民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

「鍵」
その2日

光
国
立
公
園
に
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地﹁
奥
日
光
の
湿
原
」や
、
四
季

折
々
の
多
彩
な
自
然
景
観
、
多
様
な
生
物

環
境
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ

る
と
と
も
に
、
日
光
市
内
に
は
世
界
に
誇

る
貴
重
な
歴
史
文
化
も
あ
り
ま
す
。
日
光

市
は
、
こ
れ
ら
を
環
境
資
源
と
位
置
づ
け
、

環
境
資
源
を
活
か
し
多
彩
な
環
境
交
流
が

生
ま
れ
る
街
を
目
指
し
、
保
全
・
活
用
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴

い
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
水
環
境
を
守
る

市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
者
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
、
他
の
分
野
や
地
域
・
滞
在
者
と
の
連

携
強
化
に
よ
り
、
自
然
や
地
域
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
・
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
然
環
境
を
守
り
・
育
て
る
仕
組
み
づ
く

り
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
市
内
の
豊
か
で
優
れ
た

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
等
を
活
か
し
、
市

民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
環

境
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や「
日
光

水
の
あ
る
風
景
百
選
」の
選
定
と
発
信
な

ど
、
水
の
多
彩
な
恵
み
と
ふ
れ
あ
い
づ
く

ボランティア活動の様子

「奥日光の湿原」環境学習ハンドブック（一部抜粋）

奥日光清流清湖保全協議会による
湯ノ湖コカナダモ刈取りの様子
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源
流
域
の
多
様
な
水
辺
環
境
・

水
資
源
の
保
全
と
活
用

注目1
日
光
市
は
、
鬼
怒
川
と
渡
良
瀬
川
と
い

う
２
つ
の
河
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
自

然
豊
か
な
源
流
域
が
広
が
り
、
お
い
し
い

水
を
も
た
ら
す
豊
か
で
優
れ
た
水
源
環
境

を
有
し
て
い
ま
す
。
鬼
怒
川
の
上
流
に
あ

る
大
谷
川
は
豊
富
な
地
下
水
を
有
す
る
今

市
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
日
光
市

内
に
は
数
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、
地
表
に

湧
出
し
た
水
は
、
良
好
な
水
辺
環
境
を
形

成
し
、
地
域
の
自
然
や
生
活
・
産
業
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
河
川
・
湖
沼
の
水
質
や
大
気
環
境
も

良
好
で
す
。

日
光
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
で
優

れ
た
水
環
境
を
良
好
な
状
態
で
保
全
し
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
を
図
る
た

め
、
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
流
域
や
湧
水
な
ど
の
多
様
な
水
辺
環

境
・
水
資
源
の
保
全
に
向
け
た
取
組
と
し

て
は
、
源
流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
森

林
の
水
源
か
ん
養
機
能
の
保
全
と
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
湧
水
調
査
や
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
制
度
に
よ
る
河
川
公
園
等
の
清
掃
活

動
な
ど
地
域
の
環
境
や
水
を
守
る
活
動
を

進
め
て
い
る
団
体
と
の
連
携
強
化
や
協

力
・
支
援
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
、
水

辺
の
清
掃
・
環
境
美
化
活
動
の
促
進
な
ど
、

様
々
な
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
水
資
源
の
活
用
に
向
け
た
取
組

と
し
て
は
、「
日
光
水
の
あ
る
風
景
百
選
」

の
発
信
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
、
エ

コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
活
用
の
促
進
、
湧
水
や

ア
ク
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
豊
か
な
地

下
水
・
お
い
し
い
水
の
発
信
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

の
保
全
・
発
揮
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、

か
つ
て
の
足
尾
銅
山
の
煙
害
等
に
よ
り
荒

廃
し
た
足
尾
源
流
の
森
再
生
と
し
て
行
政
、

市
民
団
体
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
植
林
活
動
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
光
市
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
計
画
」に

よ
る
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能

の
保
全
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
に
向
け

た
取
組
と
し
て
は
、
農
林
水
産
物
の
地
産

地
消
の
推
進
と
普
及
、
地
元
産
材
活
用
の

推
進
に
よ
る
森
林
の
保
全
・
整
備
の
促
進
、

栃
木
県
が
進
め
て
い
る「
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
」と
連
携
し
た
取
組
の
普
及

と
促
進（
公
共
施
設
や
集
客
施
設
な
ど
の

木
造
・
木
質
化
の
推
進
な
ど
）、
間
伐
材

や
製
材
廃
棄
物
な
ど
木
質
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
・
里
地
里
山
の
保
全
と
活
用

注目2
市
内
全
域
に
ま
た
が
る
森
林
は
、
亜
寒

帯
か
ら
温
帯
ま
で
多
様
な
植
生
で
構
成
さ

れ
、
多
彩
で
豊
か
な
自
然
環
境
や
自
然
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
森
林
は
、
水
源

か
ん
養
や
国
土
の
保
全
、
快
適
な
環
境
の

形
成
、
保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文

化
の
維
持
・
継
承
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木
材
の
生
産
な
ど
、

多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
、
人
々
が
豊
か

に
生
活
す
る
上
で
大
切
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
森
林
や
里
地
里
山
の
環

境
が
果
た
し
て
い
る
多
面
的
な
機
能
を
守

る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

図
る
た
め
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
森
林
や
里
地
里
山
の
多
面
的
機
能

流域マネジメント、ここにも「注目」

「とちぎの元気な森づくり」パンフレット（栃木県）

栃木県産材を使用した、日光市自然体験交流センター

日光水のある風景百選（一部抜粋）



33 日光市（栃木県）

次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
日
光
市
総

合
計
画
と
連
携
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
、
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計

画
は
進
行
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
計
画

に
お
い
て
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
事
項
の
実
施
状
況
は
、
日

光
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
年
次
報

告
書
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
広
報
紙
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
取
組
は
、
水
の
輪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

日
光
市
環
境
基
本
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
令
和
元
年
度
実
施
状
況
報
告
書
に

は
、
奥
日
光
の
清
流
保
全
、
良
好
な
水
環

境
の
保
全
、
水
の
交
流
づ
く
り
等
に
関
し

て
、
施
策
ご
と
に
環
境
指
標
や
最
終
年
度

の
目
標
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

奥
日
光
の
清
流
保
全
に
つ
い
て
は
、
コ

カ
ナ
ダ
モ
の
除
去
等
に
よ
る
水
質
浄
化
対

策
の
実
施
日
数
と
、
湯
ノ
湖
・
湯
川
・
中

禅
寺
湖
の
水
質
の
値
が
指
標
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
河
川
・
湖
の
水
質
は
概
ね
横

ば
い
傾
向
で
最
終
年
度
目
標
を
満
足
し
て

い
な
い
項
目
も
見
ら
れ
ま
す
。
良
好
な
水

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
公
共
水
域
の

水
質
、
生
活
排
水
処
理
人
口
普
及
率
を
指

標
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
年
度
目

標
に
向
け
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
の
交
流
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
湧
水

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
、
水
環
境
保
全
活

動
実
施
回
数
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
指
標
は
や
や
減
少
傾
向
で
最
終
年　

度
目
標
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
奥
日
光
の
清
流
保
全
や

生
活
排
水
対
策
の
指
標
は
お
お
む
ね
良
好

で
す
が
、
水
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
は
、
湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
周

知
や
募
集
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

施
策
ご
と
の
環
境
指
標

目
標
達
成
状
況

指標と目標達成状況

⽬標値に対する成果の状況


